
 

認定事業再編計画の実施状況の概要 

 

 

１．認定した年月日    平成３０年３月２８日 

 

２．認定事業者名    メビウスパッケージング株式会社 

 

３．事業再編の実施期間   平成３０年４月～令和３年（平成３３年）３月 

 

４．事業再編に係る事業の達成状況等  

（１）事業再編に係る事業の達成状況  

認定計画に基づき、以下のとおり事業再編を行った。 

（事業の構造の変更） 
本計画では、東洋製罐グループはグループ企業３社（東洋製罐株式会社、東罐興業株式会社及

び日本クロージャー株式会社）で重複している非飲料用を中心としたプラスチックボトル及び

キャップ事業の製造、販売開発等について、経営資源を集中させて統合する事で重複を解消し、

新たに強固な事業基盤の構築を目指して、平成３０年４月１日、メビウスパッケージング株式会

社を承継会社とする、無対価吸収分割を行った。 

 この事業再編によって組織階層をシンプルにした事で、経営陣、従業員の距離が縮まり意志決

定が迅速となった。加えて営業部門と技術部門が同一機能で一体となり、市場に近い活動を行う

ことで、新型コロナウイルスや環境問題といっためまぐるしい外部環境の変化の中でも競争力

を維持・向上することができた。 

  （前向きな取組） 

   新機能を有したキャップの製造、販売を開始した。具体的には、使用開始（開栓）時のアクシ

ョンが1回で済み、且つ使用後にボトルと中栓を分離させやすい(廃棄時の環境対応)機能を付加

した。令和２年度には新たな製品にも採用された。当該製品の売上高は、この新たなキャップが

通年寄与した場合、売上高全体の2.0％となり、当社の売上、収益にも貢献した。 

（２）生産性の向上を示す数値目標の達成状況 

生産性の向上については、有形固定資産回転率を令和２年度は平成２８年度と比べて５．５％

向上させることを目標としていたところ、実際には７１．７％向上した。財務健全性の指標であ

る有利子負債／ＣＦも▲３．５倍となり、基準である１０倍以内に収っている。また経常収支比

率も１１７．３％と基準の１００％を上回る結果となった。 

 

５．事業再編に伴う労務に関する事項  

（１） 事業再編の開始時期の従業員数 

  東洋製罐（株）        計画 ３，４２４人 実績 ３，３４９人 

  東罐興業（株）        計画 １，３６９人 実績 １，３９３人 

  日本クロージャー（株）    計画   ９７６人 実績   ９７６人 

  メビウスパッケージング（株） 計画     １人 実績     １人 

（２） 事業再編の終了時期の従業員数 

  東洋製罐（株）        計画 ２，９５３人 実績 ２，６７２人 

  東罐興業（株）        計画 １，１２７人 実績 １，０５８人 

  日本クロージャー（株）    計画 １，００１人 実績 １，１０９人 

  メビウスパッケージング（株） 計画   ７８７人 実績   ７７１人 

 

 

 



 

（３）事業再編に充てた従業員数（令和３年３月末実績） 

  東洋製罐（株）        計画 ２，９５３人 実績 ２，６７２人 

  東罐興業（株）        計画 １，１２７人 実績 １，０５８人 

  日本クロージャー（株）    計画 １，００１人 実績 １，１０９人 

  メビウスパッケージング（株） 計画   ７８７人 実績   ７７１人 

（４）（３）中、新規採用された従業員数（令和３年３月末までの実績） 

  東洋製罐（株）        計画   １３０人 実績   １２６人 

  東罐興業（株）        計画    ６０人 実績    ２６人 

  日本クロージャー（株）    計画    ４３人 実績    ９３人 

（５）事業再編に伴い出向又は解雇された従業員数（令和２年３月末までの実績） 

  出向人員数          計画   ８６７人 実績   ８３０人 

  転籍人員数          計画     ０人 実績     １人 

  解雇人員数          計画     ０人 実績     ２人 

 

 

 

以 上  


